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Abstract: This article describes the recent trends in ICT environment development in primary and secondary 
education, compared characteristics for deploying ICT environment and for using ICT in class between several 
countries. SOID (School-Owned Internet Device) is almost the same idea as BOID is one of the Inverse-BYOD 
(Business-Owned Internet Device). In SOID case, only schools decide all the specifications of the equipment, and 
distribute to students, or they order students to purchase. Most cases treated as 1:1 or BYOD in Japan are not suite 
in definition, they should be treated as SOID. 
Comparing ICT environments and use in class in Nordic countries and Japan, the following differences became 
clear: Though IWB (Interactive White Board) and OHC (Over Head Camera) are treated as same category as 
advanced ‘1:1 ICT environment’ in Japan, deployment of these equipment for presenting teaching materials are 
almost complete in Nordic countries. According to typically 1:1 initiative program as Valiente (2010) described, 
‘1:1 ICT environment’ in Japan does not satisfy the definition. In popular simultaneous instruction in Japan, teachers 
are required to control all the classes, often give short and simple tasks using tablet to learners. Even they able to 
give drill and practice homework using tablets, does not assume learner uses freely for knowledge creation. 
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1. はじめに  

総務省フューチャースクール事業(2011～2013)での 1 人 1

台端末環境は、同一機種を学校備品として配備し、授業利用

の延長で家庭学習用に機材持ち帰りを一部認めるものであっ

たが、2014 年の佐賀県県立高校における学習用タブレット端

末導入では、学校が機材仕様を細かく決め、5 万円で個人購

入させる方法がとられた。このように、ひとことで 1 人 1 台端末

環境といっても、同一機種か否か、個人所有か学校所有か、

各自に管理を任せるか学校側が管理するか等によって様々

なバリエーションが考えられる。 

海外事例で 1:1(one to one)と呼ばれるものは、Nicholas 

Negroponte による OLPC(One Laptop per Child)プロジェクトを

背景としており、基本的には同一機種を提供するが、学習者

の日常的個人利用を前提としている。一方、家庭から学校へ

の機材持ち込みを積極的に認める BYOD(Bring Your Own 

Device)のスタイルも存在する。これら端末環境構成に関する

ポリシーの違いが、各国で大きく異なる事は実に興味深いとこ

ろである。そこで本稿では、主に北欧での調査をもとに環境整

備と活用方法を比較する。 

2. ICT 環境整備に関するコンセプト 

まず、近年の学校における ICT 環境整備についてのコンセ

プトをいくつか整理しておきたい。 

2.1. 1:1 イニシャチブ 

1:1 イニシャチブは欧米を中心に展開されているコンセプト

である。Valiente(2010)[1] は 1:1 イニシャチブに関する各国政

策と各地事例を比較考察している。 

典型的 1:1 プログラムとは、学習者を対象とした個人用 ICT

端末（ノート PC やモバイル等）の配布・貸与、365 日 24 時間

のネットワークアクセスの提供、ワープロや表計算等の知的生

産ツールと補助的教育コンテンツのバンドルを行うものである。

当初は機材端末が高価であったため、OLPC は主に途上国

向けの学習端末（いわゆる 100 ドル PC）開発を積極的に進め

た事が端末の低廉化に寄与した。 

政策上の主な目的としては、1) 学習者の ICT スキル獲得 
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2) 社会・個人間のデジタル・デバイド解消 3) 教育実践と学

力向上の 3 つが挙げられ、先進国・途上国を問わず公共・民

間資金による大規模な ICT 投資と他領域（例えば紙教科書廃

止など）のコスト削減が行われてきたという。 

1:1 に関する 30 事例のレビューでは、学習者学力には主に

記述力と ICT スキルへのポジティブな効果が認められるが、他

の知識スキル改善を支持する一貫したエビデンスは得られな

かった。学校における ICT 機器利用は多様であるため、学校

に ICT 機器があること自体が教師や学習者の教授学習方略

を直ちに変えるものではない、と結論している。 

2.2. BYOD と SOID 

BYOD(Bring Your Own Device)とは、企業における私的デ

バイス活用が先例としてあり、これを教育にも適用したもので

ある。一般に、BYOD では単純な機器の持ち込みにとどまら

ず、持ち込んだ機材を用いて制限された情報（電子メールや

データベース）へのアクセスを伴うため、情報管理・セキュリテ

ィといった観点からも議論される事が多い。 

BYOD では当然ながら個人ごとの機材仕様が異なるため、

操作仕様の違い、セキュリティ上のリスク、機種依存型アプリケ

ーションが使えないといったトラブルが想定されるが、機種依

存を排除するためにウェブベースのサービス提供を前提とす

る、あるいは、普段から使い慣れた機材を持ち込むのだから

学校での基本的操作トレーニングは不要との意見もある。 

BYOD に対し、逆 BYOD(Inverse-BYOD)というコンセプトも

ある。一般には業務に用いる機材を個人利用可能な形で提

供することでセキュリティ上のリスクを回避しようとするもので、

企業が対象の場合は BOID(Business-Owned Internet Device)

と呼ばれる。学校教育では、もっぱら授業内で利用する機種

仕様とアプリケーションを統一する意図で、学校側が機材貸

与するか、指定した機種機材を購入させる事例があり、BOID

に準じてこれを SOID(School-Owned Internet Device)と呼ぶ。 

1:1 イニシャチブは個人用 ICT 端末の配布・貸与が条件な

ので、BYOD/SOID のコンセプトから考えれば SOID に該当す

る。佐賀県県立高校におけるタブレット導入や千葉県立袖ケ

浦高等学校の iPad 利活用事例もまた SOID 事例として位置

付けられる。 

3. 海外事例について 

筆者は 2011 年以降、スウェーデン・フィンランド・デンマーク

3 国の教育情報化実態を調査する機会を数回得た。以下に、

その実態をまとめる。 

3.1. スウェーデン 

地方分権型のスウェーデンでは、各自治体が教育予算配

分を決定するので、国の政策方針や特別な助成金によるコン

トロールはないが、教育庁(Skolverket)は早くから 1:1 推進を支

持し、多くの自治体が 1:1 を取り入れている。消耗品のノートか

ら鉛筆に至るまで、公教育に関わる出費をすべて学校で賄う

スウェーデンでは、学校側から機材を貸与する 1:1 のコンセプ

トがマッチしやすいのであろう。 

2011 年から 1:1 に取り組んでいるソレントゥナ市では 1:1 決

定にあたり ICT 環境整備費用の一部を紙教科書廃止とデジタ

ル教材への転換で賄うとしたが、この決定は当時大きな波紋

を呼び、教育大臣が非難声明を発表するほどであったという。 

ソレントゥナ市は 7 学年以上では Windows ベースのノート

PC、それ未満では iPad の利用を中心としている。例えば図 1

は小学校 2 年生の算数の授業風景だが、電子黒板にタブレッ

ト画面を集約するアプリは利用されておらず、紙の教科書も見

当たらない。教科書や問題集のコンテンツはすべて PDF で配

布されており、iPad の画面上から参照する形になっている。 

 
図 1 ソレントゥナ市・小 2 算数の授業 
 

高学年では自宅への機材持ち帰りを前提とした反転学習

(Flipped Classroom)も展開されており、成績中位から下位の生

徒に対して著しい教育的効果が認められた。カーン・アカデミ

ーは英語コンテンツであるが、生徒の理解が難しい単元につ

いては、スウェーデン語のビデオ教材を別途作成しているとい

うことであった。 

 
図 2 ストックホルム市・小 2 動画による物語紹介 
 

ストックホルム市郊外のモデル先進校におけるスウェーデン
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語授業では小 1 段階から iPad を使いこなしており、ペーパー

ワークと ICT を組み合わせた物語創作活動に活かしている。

たとえば、主人公の人物像や背景を組み立てる際には手書き

のイメージマッピングを使う。手描きのイラストを写真で取り込

んだり、ワープロで文章構成したり、動画録画・編集を行ったり

する。EPUB＋児童読み上げで完成された電子書籍は学校専

用サイトに登録され、一般に向けて広く公開されている。 

3.2. フィンランド 

フィンランドはPISA上位の教育大国として知られるが、2012

年までは学校の ICT 利活用予算に抑制的であったことから、

欧州委員会や OECD（経済協力開発機構）調査での学校 ICT

利活用統計（教科等での利用頻度）で活用度の低迷が明らか

になり、2013 年度からは積極的方針に転換した。機材面でみ

れば、PC・プロジェクタ・IWB（interactive white board：電子黒

板）の配備状況は日本のそれと比較すれば格段に豊かである

が、タブレット型端末などの最新機材はあまり目にしない。 

ヘルシンキ郊外の小規模自治体カウニアイネンは 2011 年

から学習者中心の学習環境・学習品質の改善を目指した

Dream School Project を展開しているが、他国のモデルプロジ

ェクトとは異なり、企業との連携によってリースバックされた型

落ちのデスクトップ PC を集め，OS を Linux に入れ替えたうえ

で，大半はインターネットブラウザと無償のクラウドサービス

(Google Apps for Education)でまかなっている。スマートフォン

やノート PC など、児童生徒の個人機材持ち込みには特に制

限されていないが、個人所有の携帯電話やスマートフォンを

授業活動で扱う際は保護者側から許可を得る必要がある、な

ど慎重な姿勢が見られる。 

 
図 3 カウニアイネン・スマートフォンの自然観察利用 
 

日本ではフィンランドの学習者主体による問題解決型学習

が知られているが、問題解決型学習場面もちろん、一般的な

講義形式の授業でも ICT 提示教具として用いられている。 

3.3. デンマーク 

デンマークの保護者は小学 2~3 年といった比較的幼い年

齢から子どもに PC・タブレット・スマートフォン等を与える事に

肯定的であり、一般に子どもへの ICT 機器普及度は高いとさ

れる。デンマーク政府は 2013 年度以降、学習者が学校へ自

身の機材を持ち込む BYOD を前提とし、持ち込み機材 1 人 1

台以上を想定した校内 Wi-Fi 環境整備、機種依存のないウェ

ブベースのサービス提供を進めている。学校側は機材持ち込

みできない児童生徒の利用を保証すれば良いので、維持管

理する学校保有機材の削減になるという。 

 
図 4 コペンハーゲン市・電子黒板で手書き板書の授業 
 

コペンハーゲン郊外の学校で授業風景を参観させてもらう

と、電子黒板のみ配備された教室は珍しくなく、教室内の生徒

机にはノート PC・タブレット・スマートフォンなど様々な機材が

並んでいる。スマートフォン等は辞書代わりにちょっとした調べ

物に使い、レポートワーク等記述を要する場合は、ノート PC や

学校 PC と使い分けるという。機種統一がないことは特に問題

になっておらず、むしろ、普段から子どもが使い慣れた機材の

方が操作上のトラブルを心配する必要がないというのが教師

側の認識である。 

 
図 5 Google Apps による文書共有作業 

4. 共通するのは学習者 ICT 利用の日常化 

北欧諸国に共通する特徴を我が国の ICT 利活用と比較す

ると、次のような点が指摘出来る。 

・一斉指導のための教材提示設備、教師用 PC・プロジェクタ

（電子黒板）・実物投影機は、ほぼどの教室にも完備されてい

る。 
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・学校内の Wi-Fi 環境・教育用 PC（デスクトップ・ノート PC・タ

ブレット）は日本のそれよりも圧倒的に充実している。 

・ワープロ・表計算等の知的生産ツール、Google Apps for 

Education（ドキュメントアプリの他、メール、ブログ等が利用可

能）、Dropbox 等の汎用クラウドサービスが、授業活動で積極

的に用いられている。 

・授業内での ICT 利活用では、個々人の課題プロジェクトに対

して十分時間を与え、調べ物やレポート執筆の細かな段取り

は学習者個人かグループに任せる方法が一般的である。知

識確認のためのドリルツールは活動の前後に補助的に用いら

れる。 

・電子メール・校内 SNS・LMS(Learning Management System)

など、学校と保護者・児童生徒間のコミュニケーションを媒介

するサービスが日常的に利用されている。 

・学校備品として数年に一度更新される紙教科書の位置付け

は相対的に低く、副読本や教師作成教材の利用頻度が高い。 

 

 
図 6 コペンハーゲン市・LMS の宿題一覧から発表 
 

これらを比較のため表 1 にまとめる。 

日本では 1 人 1 台端末環境と同時に、教材提示のための

電子黒板・実物投影機もトピックとして挙げられるが、北欧諸

国では教材提示目的の機材配備はほぼ完了している。つまり、

ICT 利活用テーマとしては世代違いである。 

日本の 1 人 1 台端末環境で展開される授業の大半は、教

師が大半の時間を統制する一斉指導であり、端末利用は焦

点が絞り込まれた形で与えられる短時間単純タスクが多い。

教師が電子黒板に各学習者のアイデアを集約提示するのは

一斉指導の延長である。教師が指示する特定学習内容を家

庭で予習・復習させる事はあっても、学習者側が勝手に端末

機材を使う自由は想定されていない。 

一方、1:1 以前のフィンランド、1:1 で家庭への機材持ち帰り

を行うスウェーデン、BYOD によって学校負担を軽減するデン

マークは、いずれも、授業活用は比較的長時間を要するレポ

ート作成やプロジェクトワークの比重が高いことから、1:1 推進

の教育効果でも触れた記述力が関連していることがわかる。 

知的生産ツールや汎用クラウドサービス、電子メール・校内

SNS などがプラットフォームとして機能しており、学習者サイド

からみた家庭・学校間の円滑なデータ・ポータビリティとコミュ

ニケーションの確保に役立っていることは言うまでもない。 

つまり、先述した Valiente の典型的 1:1 プログラムに照らし

ていえば、日本の 1 人 1 台端末環境は 1:1 の趣旨には合致し

ておらず、従来からの PC 教室整備の延長と捉えられるべきも

のといえる。 
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表 1 各国の ICT 環境整備・活用方法の比較 
日常生活

携帯電話
スマホ

ノートPC
タブレット 教材提示

教師指示によ
る単純タスク 知的生産活動

学習者の
日常的利⽤

デンマーク BYOD ◎ ◯ ◎ ◎ ー ◯ ◯
スウェーデン 1:1 ◯ ◯ △ ◯ ー ◯ ◯
フィンランド 学校PCの活⽤ △ △ ◯ ◯ ー ◯ ◯
日本 ⼀⻫指導と協働学習 × × × △ △ × ×

BYOD 授業場面

特徴 学校PC活⽤



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


